
福岡県労働組合総連合 第120号（1）　2016 年 10 月 15 日

○
編
集
部　

10
月
1
日
か

ら
福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

引
き
あ
が
り
ま
し
た
ね
。

◆
小
川　

は
い
。
８
月
５

日
、
福
岡
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
は
22
円
引
き
上
げ

て
７
６
５
円
に
す
る
答
申

を
出
し
、
10
月
1
日
に
発

効
し
ま
し
た
。
22
時
以
降

の
深
夜
は
、
９
５
６
円
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

高
校
生
の
バ
イ
ト
を
は
じ

め
す
べ
て
の
働
く
人
に
適

用
さ
れ
、
違
反
す
る
と
法

違
反
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

○
編
集
部　

ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
ま
す
か
？

◆
小
川　

07
年
に
法
改
正

が
あ
り
、
こ
の
５
年
間
で

福
岡
県
で
70
円
上
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
時
給

７
６
５
円
で
、
1
日
8
時

間
・
月
21
日
働
い
て
も
12

万
８
５
２
０
円
に
し
か
な

ら
ず
、
税
や
社
会
保
険
料

を
払
う
と
10
万
円
も
手
元

に
残
ら
ず
人
間
ら
し
い
生

活
は
で
き
ま
せ
ん
。
全
労

連
が
全
国
各
地
で
行
っ
た

「
最
低
生
計
費
試
算
調

査
」
は
全
国
ど
こ
で
も
単

身
者
で
月
額
22
〜
23
万
円

+

α
（
時
給

１
５
０
０
円

程
度
）
必
要

と
生
計
費
の

地
域
差
が
無

い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
福
岡
県
は
「
Ｃ

ラ
ン
ク
」
に
位
置
付
け
ら

れ
、
地
域
別
に
ラ
ン
ク
分

け
さ
れ
た
現
行
制
度
で

は
、
大
都
市
と
地
方
の
格

差
が
年
々
広
が
っ
て
い
ま

す
。
東
京
の
９
３
２
円
と

宮
崎
・
沖
縄
７
１
４
円
の

差
は
、
さ
ら
に
４
円
広
が

り
２
１
８
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。
制
度
の
限
界
は
明

ら
か
で
、
全
国
一
律
の
制

度
が
必
要
で
す
。

○
編
集
部　

審
議
の
過
程

で
意
見
書
を
出
し
た
と
聞

き
ま
し
た
が
…

◆
小
川　

私
た
ち
県
労
連

は
、
博
多
駅
筑
紫
口
の
毎

月
の
宣
伝
行
動
や
労
働
局

へ
の
要
請
行
動
、
最
賃
審

議
会
の
傍
聴
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
直
ち
に

１
０
０
０
円
に
」
の
意
見

書
を
提
出
し
、
政
労
使
が

雇
用
戦
略
対
話
で
約
束
し

た
「
１
０
０
０
円
」
の
実

行
を
求
め
ま
し
た
。
県
知

事
も
「
最
低
８
０
０
円
の

実
現
」
と
「
中
小
企
業
へ

の
支
援
」
の
意
見
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

○
編
集
部　

県
労
連
と
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
運

動
を
進
め
ま
す
か
。　

◆
小
川　

国
税
庁
の
調
査

で
年
収
２
０
０
万
円
以
下

の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
４

人
に
1
人
、厚
労
省
も〝
結

婚
の
壁
〞
と
認
め
る
年
収

３
０
０
万
円
未
満
の
人
は

有
業
者
の
55
・
１
％
、
非

正
規
雇
用
の
89
・
１
％
に

達
し
て
い
ま
す
。
消
費
が

低
迷
し
モ
ノ
が
売
れ
な

い
、
少
子
化
が
進
行
し

て
人
口
減
少
社
会
に
な
っ

た
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
法
は
、
労

働
者
の
生
活
の
安
定
だ
け

で
は
な
く
、
労
働
力
の
質

の
向
上
、
経
済
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
目
的
が

あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
の
最
低
賃
金
で
は

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
い

ま
す
。「
全
国
一
律
最
賃

制
」
の
実
現
を
軸
に
賃
金

の
底
上
げ
を
す
る
こ
と
、

す
べ
て
の
働
く
人
々
の
実

質
賃
金
を
改
善
す
る
、
こ

れ
は
労
働
組
合
運
動
の
本

来
的
な
役
割
で
社
会
的
な

使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
の
健
全
な
回
復

と
地
域
社
会
の
持
続
可
能

性
を
取
り
戻
す
社
会
的
な

大
義
も
持
っ
て
い
ま
す
。

全
労
連
は
「
全
国
最
賃
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
つ

く
っ
て
お
り
、
県
労
連
も

今
か
ら
具
体
化
を
し
て
い

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
編
集
部　

意
義
の
あ
る

大
き
な
闘
い
と
な
り
そ
う

で
す
ね
。
私
も
頑
張
り
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
岡
県
労
連
は
、
9
月

14
日（
水
）16
時
半
か
ら
、

福
岡
県
庁
地
下
会
議
室
で

県
労
働
政
策
課
と
「
第
40

期
労
働
委
員
会
委
員
の
欠

員
に
伴
う
選
任
に
つ
い

て
」
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
要
請
に
県
労
連

か
ら
は
、
門
馬
副
議
長
、

懸
谷
副
議
長
、
小
川
事
務

局
次
長
、
日
高
幹
事
（
県

医
労
連
書
記
長
）、
内
田

幹
事
が
参
加
し
、
県
労
働

政
策
課
か
ら
は
、
野
田
副

課
長
ほ
か
２
名
、
が
応
対

し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
第
40
期
労

働
委
員
会
労
働
者
委
員
が

任
命
さ
れ
、
12
期
24
年
の

連
合
独
占
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
今
回
委
員
の
1
名

が
辞
任
し
た
た
め
、
8
月

5
日
「
補
欠
の
労
働
者
委

員
の
推
薦
の
公
告
」
が
行

の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
沖

縄
」
に
向
け
た
プ
レ
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
５
日
、
い
の

健
福
岡
の
主
催
に
よ
り
県

労
連
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
20
名

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
下
関

市
立
大
の
関
野
秀
明
教
授

が
、「
働
く
人
々
の
貧
困

問
題
―
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

　

11
月
に
開
催
さ
れ
る

「
人
間
ら
し
く
働
く
た
め

対
抗
す
る
―
」
と
題
し
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
実
質

賃
金
の
低
下
が
、
生
活

費
・
家
計
消
費
の
減
少
を

も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
、

「
正
規
と
非
正
規
と
の
対

立
」
を
利
用
し
た
資
本
と

貧
困
の
同
時
蓄
積
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
社

会
保
障
財
源
に
占
め
る
消

費
税
の
割
合
は
、
欧
州
諸

国
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
差
が
な
い
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
社
会
保
障
の
財
源

不
足
や
国
の
財
政
赤
字
の

原
因
が
支
出
増
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
歳
入
不
足
が

要
因
で
あ
り
、
こ
の
間
安

倍
政
権
の
下
で
進
め
ら
れ

た
大
企
業
、
富
裕
層
へ
の

税
負
担
の
軽
減
を
止
め
、

当
た
り
前
の
負
担
を
求
め

る
こ
と
、
最
低
賃
金
を
引

き
上
げ
家
計
消
費
を
拡
大

す
る
こ
と
が
貧
困
解
消
の

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

わ
れ
、
県
医
労
連
か
ら
黒

木
博
美
氏
（
全
国
労
災
病

院
労
働
組
合
九
州
労
災
病

院
支
部
長
）
が
推
薦
さ
れ

た
も
の
で
す
。

  

今
回
の
要
請
は
、
昨
年

12
月
18
日
に
県
労
働
政
策

課
と
県
労
連
の
間
で
会
談

が
も
た
れ
、「
県
は
、
第

41
期
委
員
の
任
命
に
あ

た
っ
て
は
、
連
合
と
県
労

連
で
扱
い
に
差
が
な
い
よ

う
、
公
正
な
選
任
に
努
め

る
も
の
と
す
る
」
と
い
う

確
認
に
基
づ
き
、
県
労
連

側
か
ら
要
請
を
行
っ
た
も

の
で
す
。
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８
月
の
県
労
連
第
25
回
定
期
大
会
で
専
従
の
事

務
局
次
長
に
選
出
さ
れ
た
小
川
マ
リ
子
さ
ん
に
、

10
月
1
日
に
発
効
し
た
福
岡
県
最
低
賃
金
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
小
川
さ
ん

は
、
最
低
賃
金
関
係
の
労
働
局
と
の
窓
口
を
担
当

し
て
い
ま
す
。 

（
文
責
・
編
集
部
）

公
正
・
公
平
に
選
任
を
！
県
労
連
を
排
除
す
る
な

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 

い
の
健
福
岡

最賃最賃765765円（深夜956円）に円（深夜956円）に
 全国一律最賃制度の実現にむけて 全国一律最賃制度の実現にむけて

県労連小川マリ子事務局次長に聞く

いかんよ貧困・福岡第２回総会
10月30日（日）13時
第３博多偕成ビル４階
 生活保護・年金の切り下げと現役
世代の貧困問題
藤田孝典氏　下流老人などの著者

と　き
会　場
講　演

※どなたも参加できます

県労連 小川マリ子
事務局次長

インタビュー

県
労
連
の
主
な

要
請
内
容

○
介
護
や
医
療
の
労
働
者

が
増
え
て
い
る
。
労
働
者

委
員
に
、
医
療
や
介
護
分

野
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
た

委
員
が
必
要
だ
。
黒
木
氏

は
適
任
で
あ
る
。

○
本
年
7
月
11
日
に
北
海

道
で
、
労
働
者
委
員
任
命

取
り
消
し
裁
判
で
3
度
目

の
違
法
の
判
断
が
下
さ
れ

た
。

○
労
働
審
判
に
つ
い
て

も
、
連
合
だ
け
で
な
く
、

非
連
合
系
か
ら
も
選
任
さ

れ
て
い
る
。

○
「
あ
っ
せ
ん
委
員
」
に

つ
い
て
、
Ｈ
Ｐ
で
確
認
す

る
と
県
労
連
か
ら
推
薦
し

て
い
た
委
員
が
消
え
て
い

る
。
速
や
か
に
復
活
す
べ

き
だ
。

改
め
ら
れ
な
い

連
合
独
占

　

要
請
時
、
県
労
働
政
策

課
側
か
ら
は
「
県
労
連
か

ら
の
要
請
の
趣
旨
は
理
解

し
た
。
北
海
道
の
判
決
の

内
容
は
知
っ
て
い
る
。
公

正
・
公
平
の
選
任
に
努
力

し
た
い
」「
内
容
を
し
っ

か
り
上
司
に
伝
え
判
断
し

た
い
」
と
の
回
答
で
し
た

が
、
10
月
7
日
付
で
電
機

連
合
福
岡
地
方
協
議
会
議

長
の
大
塚
康
宏
氏
を
選
任

し
た
と
、
福
岡
県
労
連
宛

に
メ
ー
ル
で
通
知
が
あ
り

ま
し
た
。

　

依
然
、
連
合
独
占
状
態

が
改
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
福
岡
県
労
連
は
今
回

の
補
欠
選
任
結
果
に
つ
い

て
、
県
労
働
政
策
課
に
抗

議
を
行
い
ま
す
。

第
40
期
補
欠
労
働
者
委
員
推
薦
要
請
と
結
果
に
つ
い
て

九州セミナー
ｉｎ沖縄

要請書を渡す日高幹事

「低賃金が財政赤字を招く」と関野教授
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全
印
総
連
福
岡
地
連
あ
か
つ
き
印
刷
労
組
九
州
分
会

福
岡
県
労
連
幹
事　

五
島　

諒

10月25日㈫　13時半
10月30日㈰　10時
11月 5日㈯　10時
11月 7日㈪　14時
11月13日㈰　13時
12月11日㈰　10時

年金裁判 
福岡地区労連定期大会
県労連女性センター学んで知って交流会
生活保護裁判
川内原発再稼働反対全国集会
県春闘共闘総会・春闘討論集会

なくせ！じん肺・アスベスト全国キャラバン福岡行動
じん肺アスベストキャラバン福岡県実行委員会

問
題
を
共
有
し
連
携
を
強
化
し
た
い

勝
利
和
解
を
勝
ち
取
る

基
調
講
演

「
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し

た
建
築
物
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
補
助
制
度
の
必

要
性
」

　

夕
方
か
ら
開
催
さ
れ
た

集
結
集
会
に
は
、
当
日
の

行
動
に
参
加
し
た
諸
団
体

な
ど
か
ら
43
人
が
参
加
。

集
会
冒
頭
、
九
州
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
弁
護
団
副

団
長
の
伊
黒
忠
昭
弁
護
士

が
基
調
講
演
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

講
演
の
主
な
論
点
は
、

①
平
成
26
年
国
交
省
公
表

の
「
建
築
物
石
綿
含
有
調

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
２
０
０
０
㎡
の

民
間
建
築
物
に
つ
い
て
吹

付
石
綿
の
調
査
が
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
１
０
０

０
㎡
未
満
に
つ
い
て
も

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め

る
よ
う
全
国
の
自
治
体
に

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
②
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
進
め
よ
う
と

い
う
時
に
、
補
助
制
度
を

廃
止
す
る
こ
と
の
政
策
的

な
矛
盾
の
2
点
。

　

熊
本
を
中
心
と
し
た
地

震
災
害
の
事
例
を
見
て

も
、
事
前
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
で
速
や
か
な
初
動
対

応
が
で
き
、
引
き
続
く
復

旧
作
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
含
む
粉
じ
ん
ば
く
露
被

害
の
防
止
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
補
助

の
廃
止
の
問
題
で
は
、
廃

止
の
経
緯
と
し
て
「
制
度

利
用
が
低
調
」
で
あ
る
こ

と
が
財
務
省
か
ら
指
摘
さ

れ
、
調
査
費
補
助
（
国
が

全
額
、
上
限
1
棟
25
万

円
）
は
平
成
29
年
度
末
、

吹
付
除
去
工
事
費
等
の
補

助
（
国
3
分
の
1
、
自
治

体
3
分
の
1
）
は
、
平
成

32
年
度
末
ま
で
着
工
分
で

打
ち
切
り
に
。仕
組
は「
自

治
体
が
制
度
を
作
り
、
こ

れ
に
国
が
補
助
」
す
る
も

の
で
、県
内
で
は
、福
岡
・

北
九
州
・
大
牟
田
の
3
市

の
み
が
採
用
し
て
い
る
に

と
ど
ま
り
、
こ
れ
で
は
低

調
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
制
度
は
、
解

体
工
事
時
に
は
適
用
さ
れ

ず
、
そ
も
そ
も
ア
ス
ベ
ス

　

最
後
に
、
西
日
本
石
炭

じ
ん
肺
訴
訟
弁
護
団
長
の

岩
城
邦
治
弁
護
士
か
ら
、

じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
全

国
で
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
謝
罪
を
拒

否
す
る
日
鉄
鉱
業
に
対
し

て
全
国
の
被
害
者
や
支
援

者
が
憤
り
を
持
っ
て
立
ち

上
が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
日
鉄
鉱
業

は
「
悪
い
会
社
」
だ
が
、

我
々
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

「
シ
ン
ボ
ル
」
で
も
あ
る

と
述
べ
ら
れ
、
今
後
の
闘

い
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ト
建
材
の
使
用
を
推
進
し

て
き
た
の
は
国
の
建
築
行

政
で
あ
り
建
物
の
所
有
者

に
は
責
任
が
な
い
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
改
善
の
必
要

性
こ
そ
あ
れ
廃
止
す
る
理

由
は
な
い
こ
と
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
に
移

り
、
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
弁
護
団
長
の
山
本

一
行
弁
護
士
か
ら
、
九
州

産
業
保
安
監
督
部
へ
の
要

請
で
、
引
き
続
き
謝
罪
や

和
解
に
応
じ
な
い
日
鉄
鉱

業
へ
の
指
導
を
求
め
た
こ

と
を
報
告
。
訴
訟
関
係
で

は
、
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
弁
護
団
の
福
留
英

資
事
務
局
長
よ
り
訴
訟
の

全
国
の
進
行
状
況
や
課
題

の
報
告
、
建
交
労
大
牟
田

支
部
の
平
川
道
治
執
行
委

員
長
よ
り
第
1
陣
で
勝
利

和
解
を
勝
ち
取
っ
た
福
岡

築
炉
じ
ん
肺
訴
訟
第
2
陣

の
取
組
が
報
告
。

　

ま
た
、
九
州
社
会
医
学

研
究
所
の
田
村
昭
彦
所
長

か
ら
、
こ
れ
ま
で
じ
ん
肺

の
診
断
に
は
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
標
準
写
真
」
が
一
貫
し

て
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
こ
に
き
て
、
学
会
な
ど

へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
な

く
来
年
3
月
に
も
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
新
た
な
診
断
基
準
が

示
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
で
い
け
ば
、
こ

れ
ま
で
「
じ
ん
肺
」
と
診

断
さ
れ
て
き
た
方
々
の
う

ち
半
分
が
「
じ
ん
肺
で
は

な
い
」
と
切
り
捨
て
ら
れ

る
事
態
も
予
想
さ
れ
る
、

と
問
題
の
重
大
性
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
実
行
委
員
会
で
は
、
10
月
4
日
（
火
）

に
福
岡
労
働
局
、
九
州
産
業
保
安
監
督
部
、
福
岡

県
、
福
岡
市
、
福
岡
中
央
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

要
請
行
動
を
お
こ
な
い
、
県
労
連
、
建
交
労
、
民

医
連
、
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
弁
護
団
、
福
岡
建

労
な
ど
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン　

福
岡
行
動
集
結
集
会

　

全
印
総
連
福
岡
地
連
は

福
岡
県
内
の
印
刷
・
出
版

関
連
企
業
で
働
く
仲
間
で

組
織
し
て
い
る
労
働
組
合

で
す
。
加
盟
単
組
は
６
単

組
、
個
人
加
盟
３
名
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員

数
は
１
８
０
名
の
組
織
で

す
。
組
織
の
規
模
は
小
さ

い
で
す
が
組
織
拡
大
や
要

求
実
現
の
た
め
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

印
刷
出
版
関
連
産
業
は

低
単
価
と
短
納
期
、
紙
メ

デ
ィ
ア
の
縮
小
と
電
子
メ

デ
ィ
ア
の
普
及
に
よ
っ
て

産
業
規
模
は
縮
小
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
公
契
約
条
例

や
賃
金
の
問
題
な
ど
共
有

で
き
る
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
う
の
で
、
県
労
連

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

⑴
安
川
電
機
・
上
田
裁
判

　

安
川
電
機
行
橋
工
場
で

27
年
間
嘱
託
と
し
て
働
い

て
い
た
上
田
良
子
さ
ん
は

退
職
金
差
別
の
労
働
審
判

解
決
の
わ
ず
か
3
か
月
後

に
、「
今
辞
め
る
か
、
一

年
後
に
辞
め
る
か
」
と
の

不
更
新
条
項
付
の
契
約
を

押
し
付
け
ら
れ
、
署
名
押

印
は
す
る
が
内
容
に
は
全

く
同
意
し
て
い
な
い
と
異

議
を
留
め
て
一
年
間
働
き

ま
し
た
。
そ
し
て
一
年
後

に
雇
止
め
に
な
り
福
岡
地

単
産
紹
介

vol．

1

闘
う
仲
間
の
裁
判
報
告

裁
小
倉
支
部
に
提
訴
し
ま

し
た
。
し
か
し
平
成
27
年

９
月
、
地
裁
で
不
当
判
決

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
上
田

さ
ん
は
福
岡
高
裁
に
控

訴
、
そ
の
間
、
株
主
総
会

へ
の
出
席
、
安
川
門
前
で

の
宣
伝
な
ど
裁
判
外
で
も

た
た
か
い
ま
し
た
。
平
成

28
年
7
月
15
日
、
裁
判
官

か
ら
示
さ
れ
た
和
解
案
に

沿
っ
て
、
和
解
が
成
立
し

終
結
し
ま
し
た
。

⑵
ツ
ク
イ
・
マ
タ
ハ
ラ
裁
判

　

介
護
施
設
「
ツ
ク
イ
三

郎
丸
営
業
所
」
で
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た

西
原
ゆ
か
り
さ
ん
は
女
性

所
長
か
ら
の
マ
タ
ハ
ラ
に

よ
っ
て
、
切
迫
早
産
、
う

つ
状
態
に
な
り
働
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
地
域
ユ
ニ

オ
ン
に
加
入
し
団
体
交
渉

を
行
い
、
会
社
側
は
誠
意

あ
る
対
応
を
し
な
か
っ
た

た
め
、
平
成
26
年
８
月
に

地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
、
所
長

と
会
社
の
責
任
を
認
め
る

完
全
勝
利
の
判
決
が
下
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
賠
償

額
が
あ
ま
り
に
低
い
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

低
い
賠
償
額
を
認
め
る

と
、
企
業
が
マ
タ
ハ
ラ
行

為
を
し
て
も
低
い
賠
償
額

で
済
む
、
と
い
う
認
識
を

持
つ
恐
れ
が
あ
る
と
、
西

原
さ
ん
は
高
裁
に
控
訴

し
、
平
成
28
年
7
月
27

日
、陳
謝
、復
職
に
あ
た
っ

て
の
職
場
環
境
の
整
備
、

慰
謝
料
の
大
幅
増
額
を
勝

ち
取
り
和
解
し
ま
し
た
。

⑶
福
岡
市
民
病
院
・
雇
い

止
め
控
訴
審

い
よ
い
よ
判
決　

必
ず
勝

利
を

　

福
岡
市
立
病
院
労
組
の

渡
利
美
幸
さ
ん
の
雇
い
止

め
控
訴
審
は
、
10
月
24
日

に
判
決
が
出
さ
れ
ま
す
。

４
者
共
闘
会
議
は
、
短
期

間
の
間
に
「
公
正
・
公
平

な
判
決
を
」
署
名
を
４

回
・
１
１
，
０
１
１
筆
の

署
名
を
福
岡
高
裁
民
事
第

４
部
に
提
出
し
て
き
ま
し

た
。
判
決
は
、24
日（
月
）

15
時
か
ら
で
す
。
多
く
の

方
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま

す
。

終結を労って花束を

福岡県との交渉

職場復帰を
勝ち取った西原さん

今後の日程


